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Summary 
This paper studies local newspapers soon after World War Ⅱ. The aim of this study is to take a new look at 
the spot of Ground Zero by checking memorial services for the A-bomb victims and reconsider the concept in 
Nagasaki Peace Park planning.  
 
Keywords：Nagasaki Peace Park, ground zero, memorial services for the A-bomb victims, memorial location of A-bomb 

キーワード：長崎平和公園、爆心地、原爆慰霊活動、被爆場所の記憶性 

 
 
1．はじめに 

長崎平和公園は被爆の歴史を記念する最も重要な施設

の一つである。しかしこれまで、そのあり方やコンセプ

トについて計画学的な観点からの吟味や批評が少なく、

研究課題の一つとなっている。戦後 78 年間を経て、諸段

階の計画を通して今日の姿に至っているのだが、それを

どう評価し、そして未来に向けて更にどう発展させるか、

注目すべきところである。都市は常に発展・変化するも

のである。その構成の一部としての平和公園も今の状態

に留まることはないであろう。現に都市幹線道路計画に

よる平和公園西地区の再整備が行われており、一部が変

わろうとしている。 

平和公園は長崎市の公開資料（例えばホームページ）

から分かるように、「原爆の実相を訴えると共に、世界

平和と文化交流のための記念施設」である。国道を挟ん

で東西二地区に分かれ、「願い」、「祈り」、「学び」、

「スポーツ」、「広場」という 5 ゾーンで構成され、総

面積 18.5ha もある（広島平和公園は 12.21ha）。そのう

ち、原爆の歴史を記念するものは主に東側の「願い」、

「祈り」、「学び」の３ゾーンに限る。面積も公表され

ている数値より大きく下回る。「ゾーン」と表現される

と、複数のエリアで構成されるまとまりのある公園だと

印象付けられるが、国道などの道路によって隔てられ、

一体性はなく、別々の公園になっているのが実状だと言

える。また、一般的に全域をまとめて「平和公園」と称

する習慣はなく、「願いのゾーン」、つまり平和祈念像

のあるエリアは「平和公園」と、「祈りのゾーン」、つ

まり原子爆弾落下中心地のあるエリアは「爆心地公園」

と称される。スポーツ施設が集中する東地区は平和公園

という認識は薄いではないかと考える。統一性の欠ける

ところは記念公園の主題性から考えると、問題点の一つ

ではないか。 
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長崎の平和公園について、人文科学分野の研究による

指摘がいくつか挙げられる。まず末廣眞由美の研究（１）

がある。氏は原子爆弾落下中心碑のある公園と平和祈念

像のある公園の成立を詳細に考察した上、平和祈念像の

ある公園が平和祈念式典の主な公園に取って代わること

によって、「原爆死没者の慰霊を行う主体と、平和を祈

念する主体が分裂を起こしている」ことを指摘している。

この指摘は長崎のおかれる社会的な背景についても、原

爆記念公園のあるべきコンセプトづくりについても示唆

に富むものであると考える。次は大平晃久の研究（２）が

ある。氏は、モニュメントの構想から平和祈念像までの

流れを考察しつつ、復興平和博覧会という断片も踏まえ、

平和祈念像のある公園の成立を明らかにし、そして「記

憶の場」としては、「爆心地公園こそが最も価値」ある、

という観点を示した。これは平和祈念像のある公園に重

心を置くことの問題点を指摘したものである。筆者も同

様の問題意識を持ち、計画学的な研究の必要性を感じて

いる。大平は、長崎原爆落下中心碑の意義についても、

その歴史的な流れから考察をしている（３）。 

上に挙げたような人文科学分野での研究は計画学にも

示唆を多く与えてくれる。空間計画を主眼とする計画学

は、コンセプトについて深く洞察しなければならず、そ

の着眼の適否によって空間の内容や表現に影響が出る。

時代の制約や政治的社会的な影響に左右されることもあ

ろうが、それを超えることが大切とである。筆者は原爆

の歴史に対する記念（或いは記憶）性という観点から、

原爆投下の中心地という場所（「爆心地」ともいう）か

らその意味性を重要視し、そこに記念公園を構築するた

めの根拠或いは原点を置く必要性を感じている。このよ

うな問題意識に基づき、本稿は爆心地と関連しながら、

戦後初期における原爆慰霊活動やその変容について考察

し、爆心地という場所が持つ意味を再確認しようとする。 

戦後長崎の原爆慰霊活動については、西村明による優

れた研究がある。氏の『戦後日本と戦争死者慰霊』（４）

の中の「Ⅱ戦後慰霊と戦争死者―長崎原爆慰霊をめぐっ

て―」においては、長崎の戦後慰霊活動が詳しく考察さ

れており、示唆に富むものとなっている。本研究はこれ

らの先行研究とは、近い調査領域があるが、計画学的な

立場と場所的な視点を含めた考察として、研究の目標は

相違するところがある。 

用語についていくつか触れておきたい。本稿で使って

いる「慰霊」という言葉は原爆の記念公園を考察すると

きに、慰霊祭や慰霊活動などの社会的利用により、関連

してくる概念である。筆者が知る限り、中国語には「慰

霊」、またそれに類似するような表現はなく、一般的に

は「追悼」という言葉が使われる。日本語にも「追悼」

は使われるが、「慰霊」とはニュアンスが異なる。また、

宗教によって「供養」などの言葉もあり、更に、世俗的

な性格が絡んで「顕彰」の意味合いが込められる場合も

ある。これらについいては、人文科学分野において一定

の掘り下げがあり、矢野（４）、西村（５）などの研究や國學

院大學研究開発推進センターによる諸研究（６）を集成し

た書物が見られる。本稿では、概念の細部に入ることを

せず、概して「慰霊」という言葉を使って、戦後の原爆

死没者の追悼活動を網羅的にとらえ、タイトルに使って

いる。なお、文中では新聞記事などに見られる用語をそ

のまま引用しているので、統一的に扱っていない。これ

らの諸活動は、民俗学の領域にも属するものとして、文

化的な性格も含まれ、尊重されるべきであると考える。

慰霊活動は原爆記念公園に見られる重要な役割の一つで

ある。一方、文化や宗教を超えたところで、公園には

種々の活動を内包できる公共性、普遍的な考え方に応え

得る性格が求められる。従って、原爆記念公園には独自

の主題性のみならず、広い包容性が求められる。慰霊活

動のほかに、もっと一般的な関わり方がある。日本文化

に属さない外国人や過去の歴史と関わりのない若い世代

が被爆地に訪れ、記念公園を訪問するのは、現地での見

聞を通して歴史を知り、所感を得る。この種類の行為を

当てはめる言葉として筆者は「追惜」という言葉を想起

する。具体的に言うと、原爆による死をいたみ惜しむこ

とである。「追惜」は一種の個人的な経験として、個人

の主意や良心に基づくもので、普遍性のあるものでもあ

ると考え、記念公園においては配慮されるべき側面であ

る。個人的な経験というのは、「追悼会」や「慰霊会」

などはあるが、「追惜会」はないからである。ダークツ

ーリズムに共通する事象の一つは「追惜」という個人的

経験ではないかと考える。本研究は慰霊活動について考

察しているが、原爆記念公園における「追惜の場」とし

ての性格を念頭に、爆心地という記憶の場の重要性を吟

味したいのである。 
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爆心地は、一種の空地に過ぎないが、意味のある場所

であり、「原爆遺跡」の一つである。昨今、「被爆建造

物」が議論の話題になっている（７）が、物理的なダメー

ジや当時の社会的な状況から評価が重視されるものの、

場所の重要性に着目する議論が少ない。本研究は場所に

ついて観点を図りたい。筆者はこれまでに「戦後初期の

長崎市の原爆慰霊活動をめぐる新聞記事」（８）の執筆の

機会に戦後の慰霊活動について考察した。本稿はこの論

文をベースにしつつ、論点を更に整理したものとなる。 

2．長崎の戦後初期の慰霊活動 

戦後の慰霊活動については、主として地方新聞の記事

に記載されているものを拾いつつ、『長崎原爆戦災誌』

及び『長崎市史年表』の記載内容も参照しながら、各活

動が行われる場所と主催者を分かる形に整理し、年代別

にて一覧表にまとめた（表、1945～1956 年）。だいたい、

1945 年から 1955 年までの 10 年間を主に考察している。

慰霊活動の主催者については、前文に触れた西村の方法

に倣って、行政、宗教界、民間団体を分けて作表してい

る。なお、合同開催の場合もあるため、表における分類

は厳密なものではなく、目安の一つである。各年度にお

ける関連記事及び写真もピックアップして、表の右側に

配置している。 

各年度の慰霊活動を以下において概観する。（なお、

人名・固有名詞については当時の新聞記事に見られる表

記を尊重した。） 

まず、1945 年の原爆投下された約 1 か月後の 9 月中旬

から、各民間団体が係る部門の死没者への慰霊祭がそれ

ぞれの場所、またはお寺にて開催された。長崎市主催の

戦災死没者合同慰霊祭は 9 月 18 日に磨屋国民学校にて神

道形式をとって行われた。西村の研究によると、これは

戦前の国家的慰霊システムの延長線上にあるものである

という。 

翌年の 1946 年においては、7 月から民間団体慰霊祭が

開催され、8 月 9 日の原爆 1 周年の記念日には杉本亀吉

ら遺族有志による「長崎市戦災死没者慰霊祭」が松山町

の爆心地にて開催され、当時の岡田市長が祭主となり、

仏教各派の僧侶や一般市民が参列した、という。公式で

は「遺族有志」の主催とあるが、当時の長崎新聞には

「長崎市主催」という記載もあり、曖昧なところがある。

一種の官民合同の慰霊祭と推察する。この慰霊祭に関す

る写真は見つかっていないので、当時の爆心地の状況を

具体的に知ることはまだできないが、爆心地という場所

における合同慰霊祭の早期の事例として注目したい。前

文に触れた末廣の研究によると、この 11 月から、地方自

治体が慰霊祭を主催ないし援助することを禁ずる通達が

出たということで、長崎市による公式の慰霊祭はおよそ

1952 年までにできなくなる。この年の 11 月には浦上天

主堂の信徒による合同慰霊祭が天主堂の跡地にて開催さ

れる。 

1947 年以降になると、慰霊活動は 8 月 9 日の原爆の日

に行われるようになる。仏教でいう 3 回忌に当たる年の

ためか、市連合青年団と仏教連盟共催の大供養会が開催

され、慰霊祭のほか、打ち上げ花火や盆踊りが行われ、

華やかな祝祭になることが見える。場所は本大工町の市

民運動場となっている。一方、戦災者連盟主催の原爆殉

難者の三回忌法要（仏式）は駒場町の元三菱寮跡地で行

われる。カトリック信者は浦上天主堂の仮聖堂でミサが

行われる。この年の慰霊活動は爆心地ではない理由は不

詳だが、当時の新聞に載っている写真を見る限り、爆心

地の周囲にトウモロコシ畑が作られていて、利用しにく

い状況にあったのかもしれない。同年 8 月 6 日の新聞記

事には爆心地の公園化計画が発表された。 

 1948 年は原爆の 3 周年となり、市内の復興も進み、原

爆中心地の公園化も実現された。新聞には「アトム公

園」という表現が見られる。原爆記念日に合わせて、長

崎市は爆心地公園において平和復興祭（文化祭）を開催

した。当日夜は引続き、三菱会館にて「文化の夕」（講

演会・舞踊など）が開かれる。この文化祭は復興を祝い、

一種の平和記念の祭典であるが、爆心地公園の開園式が

記念祭典の後に行われるので、爆心地は開催場所になっ

たのである。一方、戦災者連盟による慰霊活動としての

供養会はその日の午後 2 時頃、松山町電停前で開催され

た。爆心地公園は文化祭の会場になっていたため、供養

会は松山町電停前（爆心地に近い場所）になったか。三

菱工場関係者はそれぞれの場所にて、そして仏教会各宗

派共同の「原爆死者追悼大法要」は大音寺にて、カトリ

ック信者は浦上天主堂にて、それぞれの慰霊活動が行わ

れた。この年に原爆中心地に 5 階建ての記念塔計画が記

事に発表され、原爆を積極的にアピールする動きが一層

顕著に見られるようになる。 
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表 長崎市における原爆慰霊活動（1945～1950 年） 
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 1949 年は「長崎国際文化都市建設法」という特別法が

公布される年である。8 月 9 日の原爆記念日に合わせて、

8 月 7 日から 17 日の約 11 日間にわたって様々な記念活

動が長崎市内のいろいろな場所で行われ、全市挙げての

記念期間となった。中心的な記念式典は 8 月 9 日爆心地

公園での「文化祭」である。添付の写真で分かるように、

そこで爆心地の標識が原爆慰霊塔に見立てられ、当時の

大橋市長が犠牲者の慰霊のために花束をささげた。盛大

な文化祭に各界の代表と約千五百名の市民が参列し、永

井博士の令嬢カヤノさんの手から鳩を放つ演出も取り入

れられた。一方、従来にあった慰霊活動は戦災者連盟や

仏教連盟の合同によって爆心地公園にて早朝に行われ、

カトリック信徒は浦上天主堂にて、城山町の八幡神社や

寺町の晧台寺などの場所でも、それぞれ行われた。また、

爆心地公園では夜、二万余名が原爆落下中心碑を囲んで、

夜半過ぎまで盆踊りを踊り抜いた。爆心地は原爆記念の

中心地であるようになってきたことが分かる。 

 国際情勢は早くも市民の行事に影響を与える。1950 年

は朝鮮戦争の勃発により、原子爆弾が再使用される機運

が高まり、戦時下に際して文化祭や記念行事が一切禁止

とされる。前年度の盛大な祭典とのギャップが大きく感

じられる。しかし、市民レベルの小規模の追悼会は原爆

記念日において各地各所で行われていたことが新聞記事

にあまり詳細ではないが、書かれている。 

 1951 年になると、原爆慰霊活動が再開される。一昨年

度の長崎国際文化都市建設法の成立によって、復興事業

が進んでいる状況にある。原爆記念日に際して、8 月 7

日から 3 日間の記念活動が用意された。8 月 9 日の慰霊

活動は戦災者連盟、連合青年団、仏教連合の合同によっ

て爆心地公園にて行われる。夜には駒場町の競輪場にて

賑やかな盆踊りが、さらに浦上川のほとりで万灯流しが

行われるようになる。この年から、浦上刑務所跡の公園

化（国際記念公園）や国際文化会館建設を始め、競輪場、

総合運動場などのスポーツ施設を含めた爆心地一帯（松

山町・駒場町一帯）の記念事業計画が発表され、そして

平和祈念像建設の方針も決まり、祈念像基金のための募

金が始まる。国際文化都市建設法の成立による建設の速

さを感じられる。 

 1952 年の原爆記念日に際して、長崎市主催の戦後初め

ての「平和祈念祭」が 8 月 8 日の夕方に、三菱会館で開

催される。そして、8 月 9 日に「原爆犠牲者法要並びに

平和祈念式典」が長崎市・原爆供養奉賛会によって爆心

地公園で開催される。今日の平和祈念式典に繋がる発端

はこの年であると考えられるが、新聞を見る限り、8 月 9

日の記念行事は慰霊祭的な性格が濃い。そして写真を確

認していくと、爆心を示す「原子爆弾落下中心地之標」

の標識には「原爆犠牲者之霊」という文字が掛けられ、

この日のために標識が慰霊碑に模様替えされていること

が分かる。前日夜の「平和祈念祭」は「平和は長崎か

ら」という標語を掲げ、平和式典的な性格の行事である

ことが分かる。長崎市主催の 8.9 の慰霊祭が終了後、仏

教各宗合同の慰霊祭が同じ場所で行われた。一方、カト

リック信徒は早朝から浦上天主堂でミサが行われる。そ

して民間では、長崎大学、大洋漁業、長崎製鋼、長崎精

機、長崎刑務所などの場所でそれぞれの慰霊祭が開催さ

れた。夜には浦上地区にて青年団などによる盆踊り、提

灯行列が、浦上川のほとりで万灯流しが行われた。 

 1953 年は前年と同様、8 月 8 日に三菱会館にて長崎市

主催で前夜祭として「平和の夕」が行われる。そしての

原爆記念日の 8 月 9 日には長崎市・原爆慰霊奉賛会主催

の「原爆犠牲者供養ならびに平和祈念式典」が 10 時から

爆心地公園にて開催され、爆心地の標識は「原爆犠牲者

の霊」に模様替えされた。クス玉から放鳩のパフォーマ

ンスが盛り込まれ、平和式典としての性格及び演出性に

発展が見られる。夜の爆心地公園での「供養盆踊り」と

浦上川での「万灯流し」は原爆犠牲者慰霊奉賛会の主催

となっている。宗教界では、浦上天主堂では 8 月 8 日の

早朝、追悼ミサが行われ、市宗教連盟主催の「原爆犠牲

者慰霊祭」は 8 月 9 日の夕方 6 時に爆心地公園にて行わ

れた。民間では城山小学校や長崎大学をはじめ、各地で

慰霊活動が行われた。この頃は平和運動が盛んになり、

長崎では九州平和大会が開催され、「各民間団体でも多

彩な平和記念行事が随所で行われる」というような記事

にあるように、「慰霊祭」は「平和記念行事」に、「盆

踊り」は「平和踊り」に、変化の様相が見られる。一方、

2 年前から進められてきた平和祈念像の製作は完成に近

いと報道された。 

1954 年の長崎市主催の祈念式典は 1952 年以来の 3 回

目となる。前年度までにあった三菱会館での前夜祭はな

くなっているが、8 月 9 日 10：40 からの「原爆犠牲者供
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養ならびに平和祈念式典」は前年度と同様、爆心地公園

にて行われ、演出性が更に高められ、鳩の放ち方はクス

玉が割れ鳩が飛ぶという形が取り入れられた。前日夕べ

の三菱会館では県共同募金会長崎市支会による原爆障碍

者治療募金の会合が行われた。宗教界では、まずキリス

ト連合会が早朝、爆心地公園で慰霊祭を行った後、浦上

天主堂仮聖堂追悼ミサを行った。仏教連合会宗教連盟執

行の法要は 9：30 から爆心地公園にて行われ、そして、

神道連合会による慰霊祭は午後 5 時から爆心地公園で行

われた。夜 7 時半にはキリスト教青年団約三百名による

松明行列が爆心地公園から浦上天主堂まで行われた。こ

の 8 月 9 日の爆心地公園の種々の慰霊活動を見ていくと、

多くの時間帯にわたって行われていたことが分かる。民

間では、城山小学校や純心学園や長崎大学医学部などは

それぞれの場所で慰霊活動が行われた。梁川（浦上川支

流）での万灯流し、爆心地公園での平和踊り、花火大会

なども行われる。一方、「平和祈念像の完成は来年半

ば」という記事があり、祈念像の進捗が発表された。 

1955 年は平和祈念像並びに平和公園（当時は「国際平

和公園」と称されていた）の完成に伴い、8 月 9 日の記

念活動はこの新しい公園で開催されるようになり、以降

もこの平和公園は原爆犠牲者の慰霊ならびに平和記念活

動の中心地となる。平和祈念像の除幕式は 8 月 8 日の

9：30 から盛大に行われた。8 月 9 日の平和公園での諸活

動を見ていくと、午前 9 時から、原爆殉難者慰霊奉賛会

と茶道裏千家談交会長崎支部主催の原爆犠牲者慰霊祭奉

賛の献茶式が行われ、続いて、長崎市仏教連盟主催の原

爆犠牲者慰霊祭が、キリスト教、神社、仏教、神道の参

加で開催された。10：40 から長崎市・原爆慰霊奉賛会主

催の「原爆犠牲者慰霊祭並びに平和祈念式典」が行われ、

各界の代表に平和祈念像の作者の北村西望も加わり、遺

族及び一般市民など約 1 万人が参列したという。閉式直

後に新聞社の飛行機が上空に姿を現し、展開しながら慰

霊の花束と平和への願いのビラを散布した。夜には 7：

30 から松明行列が平和祈念像前に参列した約 4000 人に

よって、ゆっくりと浦上天主堂まで行われた。平和公園

以外では、城山小、山里小、淵中、浦上信愛女子学園、

純心女子学園、長大医学部、城山町など、それぞれの場

所で慰霊活動が行われた。 

3．考察および結語 

以上において、1945 年から 1955 年までの約 10 年間の

長崎市内における原爆犠牲者の慰霊活動を、新聞記事な

どを通して概観した。毎年の慰霊活動はその時の社会状

況などによって違いや変化（或いは進化）があるものの、

共通点も見出される。開催主体と場所との関係から見る

と、民間団体の場合は、その団体における犠牲者への慰

霊活動であるため、一般的には各団体の所在地で行われ

る。それに対して、爆心地周辺、特に爆心地公園で行わ

れる慰霊祭は、戦災者連盟や原爆犠牲者慰霊奉賛会や長

崎市主催のもの、また、仏教連盟或いは宗教連盟主催の

ものとなる。カトリック信徒は浦上天主堂の跡地内の広

場や仮聖堂で追悼ミサを行われるが、松明行列などの屋

外での行事には爆心地はその重要な場所となっていたこ

とが分かる。爆心地公園はまた夜の慰霊活動である盆踊

りの重要会場になっていた。部門を超えた、いわゆる

「原爆犠牲者」の対する慰霊活動は、爆心地をめぐる一

帯がその最も中心的な場所に選ばれていたことが分かる。

爆心地がこのような慰霊活動の中心的な場所になった要

因は、時系列から見ると、1946 年度の杉本亀吉らの遺族

有志の主催による「長崎市戦災死没者慰霊祭」がその始

まりであり、その 2 年後の爆心地の公園化の完成により、

その場所の記念的な意味が一層認識され、記念行事にふ

さわしい場所になったことがひとつであると考えられる。

一方、そこで爆心地を示す標識が、原爆記念日に慰霊碑

の役割が果たされることが意味深いことである。原爆落

下中心碑を含めた「爆心地」という場所が原爆のシンボ

ルに見なされたことを示すものである、と考える。その

頃の慰霊活動には、「爆心地」という場所の象徴性が生

かされていた、と言えよう。 

 およそ 1952 年以降となると、慰霊行事に平和祈願の内

容と性格が増し、慰霊祭が平和の祭典に徐々に変貌し、

記念活動には演出的な内容も増加する傾向が見られる。

このような変化は内外の情勢の変化に関係し、様々な要

因によると考え、これについては別の機会に考察するこ

とにしたい。その流れの中で、新たなシンボル、新たな

宣伝ツールが求められるようになり、ついに 1955 年に平

和祈念像のある平和公園が完成される。平和祈念像の除

幕を境目に、爆心地公園での原爆爆慰霊活動は、平和公

園に変わる。なお、長崎における平和祈念像建設の経緯

に関しては、新木の研究（９）が示唆するところがある。 



 李 桓 116 

場所の広さから見ると、新しくつくられた平和公園の

方は、イベント会場として有利な側面がある。また、パ

フォーマンスという点においても、造形性の高い平和祈

念像のある場所が、演出性が高いと言える。慰霊祭の平

和公園への移行はスムーズで、抵抗するような新聞記事

はあまり見当たらなかった。 

 しかし、筆者が焦点にしているのはパフォーマンスや

イベント性ではではない。記念イベントの背後に含まれ

る犠牲者に対する慰霊的な性格、或いはもっとその底層

に横たわる一般的で普遍的な「追惜」の念をどこに托す

かというところである。そこで、一見して「無の場所」

である爆心地が、ありのままの記憶の場として、意味が

あるように感じられる。戦後の約 10 年間の慰霊活動はこ

の場所の特殊性を示してくれているのではないかと考え

る。 

 イベント機能は重要な側面ではあるが、被爆の歴史に

対する記憶機能は長崎平和公園の主題性を深めることに

重視されるべき側面になるのではないかと考える。そこ

で、原爆投下の歴史の記憶の場として、爆心地を生かし

ながら、そこを原点に全体のコンセプトを組み立て、空

間を再構築していくことが、将来的に求められるところ

になるのではないか。 

なお、論点を更に整理していくために、1955 年以降の

公園利用の実態や、計画案の中身とその変遷（再計画）

などについても考察を加えていきたいと考える。 
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